
　このイベントは、市民の皆様に
ボランティアや福祉への理解と認
識を深めてもらおうと実施してい
ます。
　当日は、市内のボランティアグ
ループや福祉団体が集まり、日頃
の活動紹介や体験コーナーを設け
たり、模擬店やバザー、子ども達
に人気のスタンプラリーも実施し、

誰もが楽しんでいただける内容です。ぜひ、
家族揃ってお越しください。

　当日のイベント運営（会場準備や
模擬店の手伝い等）を手伝ってくだ
さるボランティアを募集しています。
　平日は仕事や学校でなかなかボラ
ンティア活動ができない…といった
方も、この機会にボランティア活動
への一歩を踏み出してみませんか。
詳細はボランティアセンター

　（☎６２７ー００８６）
　　まで、お問い合わせください。

　ボランティア活動の啓発と活性化
を目指すとともに、参加団体間の交
流や、市民の方々の福祉への理解と
認識を深めていただきます。

第１８回

in
い
ば
ら
き

平成23年4月29日（金・祝）
開催日時

場　　所

●平成23年度事業計画（2面）　●地区の活動紹介（3面）　
●地域包括支援センターのご紹介（4面）

イベントの目的

茨木市役所前
　 中央公園北グラウンド

午前10時30分～午後3時まで

き

〈写真は昨年の様子です〉

茨木市駅前四丁目7－55
茨木市福祉文化会館内
電話072－627－0033

第165号
平成23年４月１日発行

社会福祉法人
茨木市社会福祉協議会



　社会福祉協議会の平成23年度の事業計画が決まりました。今年度も「誰もが安心して住み続けられ
る福祉のまちづくり」をめざし、各関係機関・団体等との連携を図っていくとともに、地域福祉推進
の中核を担う団体として、より一層充実した事業を展開してまいります。

安心して住み続けられる福祉のまちを目指して安心して住み続けられる福祉のまちを目指して安心して住み続けられる福祉のまちを目指して

平成２３年度 一般会計予算

　支援が必要とされる方々が、地域の中で孤立することな
く生活が送れるよう、「安心して住み続けられる福祉のまち
づくり」を進める活動です。
　市内 33地区福祉委員会の活動支援を行っています。

（→３ページ）

　車椅子利用者で、外出困難な方への、福祉車両による移
動支援を行っています。

　茨木・中条小学校区（社協が担当）のＣＳＷ（相談員）が、
地域の身近な相談窓口として、子育てから介護に関するこ
とまで、さまざまな相談に応じます。その他の校区へも支
援を行っています。

　ケアプランの作成や、ホームヘルパーの派遣を行っています。

　認知症や知的・精神障がいなどにより、判断能力が不十
分な方が、安心して日常生活を送れるように支援します。

　住民の皆さんから物品や金品の預託を受け、必要な方に
お譲りしたり、地域福祉事業に活用しています。

地区福祉委員会活動への支援

リフト付自動車移送サービス事業

いきいきネット事業

介護保険事業

日常生活自立支援事業

善意銀行事業

生活福祉資金貸付事業

ボランティアセンターの運営

車いす・ベビーカー貸出事業

地域包括支援センターの運営

障害福祉サービス事業

「老人介護家族の会」の活動支援

心配ごと相談所の運営

茨木地区共同募金会事務局

「子どもわいわいネットワーク茨木」の活動支援　他

　ボランティアに関するあらゆる相談に応じるほか、ボラン
ティアの育成やボランティア活動の支援を行っています。 

（→１ページ）

　

　地域で暮らす高齢者や、そのご家族を、介護・福祉・医療・
保健などさまざまな面から総合的に支援します。 （→４ページ）

 障がいをお持ちの方へのホームヘルパー・ガイドヘルパーの
派遣を行っています。

　介護に関する情報交換や、互いに悩みを語り合う、介護者
同士の組織です。月に一度の「つどい」（意見交換）の開催や、
会報での情報提供等を行っています。

　暮らしの中の悩みごとや困りごとの相談を受け付けます
（→４ページ）

収　入　合 計 301,000千円 支　出　合 計 301,000千円
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阪急
茨木市駅

JR茨木駅

福祉教育での子ども達の様子

“寄せ植え”の様子

いきいきサロンの様子子育てサロンの様子

　平成１６年の春、約１,０００人の住民でまちびらきをし
た彩都は、現在では約７,０００人の大きなまちへと発展し
ました
　毎月１回、地区福祉委員会が開催する「子育てサロン」
には、約３０組の親子が参加しており、身長・体重の測定
や育児の情報交換など、楽しい「つどい」の場となっ

　郡地区福祉委員会では、地区内の多くの方々に委
員会活動を知っていただき、積極的参加を得るため
に、地域の諸団体や関係機関と協働しながら、様々
な事業を行っています。
　委員会全体で取り組む敬老会事業や、それぞれの
積極性と創意工夫を重視し、時代の変化の中での
ニーズに応えられるよう、各部会ごとの事業にも力
を注いでいます。
　その中でも、女性部会を中心に取
り組む小学校への福祉教育事業は、
地域の未来に影響するものと考え、
大切にしている事業の一つです。

未来を担う
　子ども達へ

あたらしいまちで
　交流の場を広げます

郡
地区

彩都西
地区

　庄栄地区福祉委員会では、年７回「い
きいきサロン」を実施しています。

　昨年に初めて試みて好評だったのが“寄せ植
え”でした。
　今回は、洋風のミニバラ、ガーデンシクラメン、
折鶴ランを用意しました。当日はたくさんの参加者
で大賑わいの中、一人暮らしの男性の方にも興味を
もって参加してもらえた事は、とても印象的でした。
　これからも多くの方々に喜んでいただけるような
取り組みを委員一同、展開していきたいと思います。

多彩なメニューで
　　サロンを実施

庄栄
地区

ています。
　高齢者の方を対象にした「いきいきサロン」は、年３
回開催しています。健康のお話や体操を行い、お茶やお
菓子を食べながら和やかに交流を進めています。
　また、今年行った敬老会では、初めて送迎バスを運行
し、参加者にとても喜ばれました。
　これからも、住民が安心して暮らせるまちづくりの一
役を担えるよう、地区福祉委員一同、頑張りたいと思い
ます。

郡
庄栄

彩都西
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高齢者やご家族の
相談窓口です！

お気軽にご相談下さい ☎627－0114

１．介護や健康のこと、相談にのります。

主任ケアマネジャーや社会福祉士、保健師または経験のある
看護師が、チームとして高齢者や家族を支援します。

● 介護保険を利用するにはどうすればいい？
● 健康を保てるような運動をしたいんだけど…。

● 悪質な訪問販売にあってしまい、困っている。
● 近所の高齢者が元気がなく、家族等の大声や怒鳴り声が聞こえる。

● 地域の関係機関との連携について教えて欲しい。

● 家族が認知症かもしれないが、どこに相談すればいい？
● 近所の高齢者が何かと困っているようで、気になる。

２．みなさんの権利を守るお手伝いをします。

３．暮らしやすい地域づくりに取り組みます。

４．その他、さまざまな相談にのります。

　茨木市内には地域包括支援センターが６箇所あり、小学校区
ごとに担当がわかれています。
　茨木市社会福祉協議会地域包括支援センターでは清渓小・忍頂
寺小・中条小・茨木小・大池小・中津小の校区を担当しています。
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福祉文化会館
（オークシアター）
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